
　

宮
城
県
仙
台
市
に
位
置
す
る
私
立
東
北
学
院
中
学

校
・
高
校
は
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
全
人
教
育

を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
へ
の
加
盟
を
視
野
に
入
れ
、「
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
」（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

市
内
の
私
立
中
高
一
貫
校
と
し
て
人
気
を
誇
っ
て
い

た
同
校
だ
が
、
ほ
か
の
私
立
高
校
の
躍
進
や
公
立
中
高

一
貫
校
の
台
頭
な
ど
に
よ
り
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ

て
か
ら
は
入
学
希
望
者
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
学
力

に
課
題
の
あ
る
入
学
者
が
増
え
、
大
学
進
学
実
績
も

伸
び
悩
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
危
機
感

を
抱
く
教
師
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
対
策
を
立
て
た
こ

仙台神学校として開校。「ＬＩＦＥ
（いのち）　ＬＩＧＨＴ（光）　ＬＯＶＥ
（愛）」を学校標語とし、福音主
義キリスト教の信仰に基づいて

「個人の尊厳の重視と人格の完
成」を目指す。「持続可能な開発
のための教育」（ＥＳＤ）を推進中。

設立 １８８６（明治１９）年

形態 全日制／普通科／男子校

生徒数 １学年約３６０人

２０１７年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、北海道大、東北
大、宮城教育大、筑波大、千葉大、東京外国語大、九州大、宮城大
などに 79人が合格。私立大は、岩手医科大、東北学院大、上智大、
中央大、早稲田大、同志社大、川崎医科大などに延べ 431 人が合格。

住所 〒 983 ー 8565　
 宮城県仙台市宮城野区小鶴字高野１２３ー１

電話 022 ー 786 ー 1231

Web site http://www.jhs.tohoku-gakuin.ac.jp/
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P R O F I L E

高
校
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、

指
導
の
体
制
と
内
容
を
見
直
す

特
色
あ
る
コ
ー
ス
制
の
導
入
と

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
で
、

生
徒
の
希
望
進
路
を
実
現

宮
城
県
・
私
立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校

魅
力
的
な
学
校
づ
く
り

変革のステップ

• 他校の台頭などにより、中学校の入学希望者が減
少し、生徒の学力にも課題が見られるようになった

•同校の中学校からほかの高校への進学者が増えた

背景と課題

実践内容

• 新設の特別選抜・特別進学の両コースで成績上位
層が増加。主体的な学習態度も涵養されつつある

•教師間に学校全体で改革に取り組む意識が定着

•高校のコースの改編　生徒の希望進路や高校生活
の志向に応じた「特別選抜コース（中高一貫）」「特
別進学コース」「総合進学コース」「東北学院大学
コース」の４コース編成とした

•探究的な学びの場「３Ｌ希望学」の設置　１人１台
のノートパソコンを配備し、「持続可能な開発のた
めの教育」（ＥＳＤ）を軸にした中高一貫の探究活動
「３Ｌ希望学」を始動

•ＰＤＣＡサイクルによる効果検証　「人間形成部門」
と「学力形成部門」の２本柱で、数値目標や学校目
標の達成度を検証するＰＤＣＡサイクルを整備

成果と展望
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と
も
あ
っ
た
が
、
抜
本
的
な
解
決
が
難
し
い
ま
ま
、
15

年
度
中
学
校
入
試
で
は
開
校
以
来
、
初
の
定
員
割
れ
に

至
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
全
校
体
制
で
の
改
革
を
図
ろ
う
と
、
大
橋

邦
一
校
長
は
、
15
年
３
月
に
全
教
師
が
出
席
す
る
緊
急

懇
談
会
を
開
い
た
。
募
集
広
報
や
入
試
制
度
と
い
っ
た

様
々
な
観
点
か
ら
現
状
が
分
析
さ
れ
る
中
、
最
重
要
課

題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
が
、
高
校
教
育
の
質
の

向
上
だ
っ
た
と
い
う
。
岩
上
敦あ

つ

郎お

副
校
長
は
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

　
「
本
校
の
中
学
校
か
ら
ほ
か
の
高
校
に
進
学
す
る

生
徒
が
増
え
て
い
る
実
態
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
学
校

全
体
の
大
き
な
課
題
だ
と
受
け
止
め
ま
し
た
。
中
高

接
続
を
き
ち
ん
と
機
能
さ
せ
る
た
め
に
も
、
高
校
で

の
指
導
の
体
制
と
内
容
を
見
直
し
、
生
徒
の
希
望
進

路
に
応
え
ら
れ
る
学
校
に
生
ま
れ
変
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

学
校
改
革
の
柱
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
が
、
17
年
度

に
行
っ
た
高
校
の
コ
ー
ス
の
改
編
だ
。
以
前
は
２
年
次

か
ら
文
理
別
に
コ
ー
ス
を
分
け
て
い
た
が
、
生
徒
の
希

望
進
路
や
高
校
生
活
へ
の
志
向
に
き
め
細
か
く
応
じ
ら

れ
る
よ
う
、
高
校
入
学
段
階
か
ら
４
コ
ー
ス
編
成
と
し

た
。
難
関
国
公
立
大
学
や
医
学
系
大
学
へ
の
合
格
を
目

指
す
「
特
別
選
抜
コ
ー
ス
（
中
高
一
貫
）」
と
「
特
別

進
学
コ
ー
ス
」
で
は
、
授
業
時
数
を
増
や
し
、
放
課
後

補
習
も
必
須
と
す
る
。
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

の
育
成
に
重
点
を
置
き
、
難
関
大
学
へ
の
合
格
を
目
指

す
「
総
合
進
学
コ
ー
ス
」
と
、
東
北
学
院
大
学
へ
の
内

部
進
学
希
望
者
を
対
象
と
す
る
「
東
北
学
院
大
学
コ
ー

ス
」
で
は
、
文
武
両
道
の
実
現
を
図
り
、
多
様
な
進

路
に
対
応
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
て
い
る
。

コ
ー
ス
の
改
編
を
主
導
し
た
進
路
指
導
部
長
の
小
松
光

信
先
生
は
、
こ
う
述
べ
る
。

　
「
本
校
が
ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
た
い
の
か
が

分
か
る
よ
う
、
コ
ー
ス
ご
と
に
特
色
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、
学
力
に
よ
っ
て
振
り
分
け
る
の
で
は

な
く
、
生
徒
が
自
分
の
希
望
や
志
向
に
合
っ
た
コ
ー

ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
自
己
実
現
に

つ
な
が
る
と
感
じ
る
こ
と
で
、
生
徒
の
主
体
性
は
高

ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

コ
ー
ス
制
の
導
入
と
そ
れ
に
伴
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

編
に
つ
い
て
、
現
在
の
教
師
数
で
対
応
で
き
る
の
か
、

施
設
・
設
備
は
十
分
な
の
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
議

論
さ
れ
た
。
実
際
、
選
択
科
目
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

教
師
の
増
員
や
教
室
の
確
保
な
ど
が
必
要
だ
っ
た
た

め
、
大
橋
校
長
は
学
校
法
人
東
北
学
院
の
理
事
会
で
予

算
の
引
き
上
げ
を
求
め
た
と
話
す
。

　
「
理
事
会
の
構
成
員
の
大
半
は
東
北
学
院
大
学
の

教
員
な
の
で
、
高
校
の
改
革
の
目
的
と
必
要
性
を
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
か
か
る
費
用
を
具
体
的
に

示
し
な
が
ら
、
何
度
も
粘
り
強
く
交
渉
し
ま
し
た
。

そ
う
し
て
最
後
に
は
賛
同
が
得
ら
れ
、
予
算
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
以
下
、「
総
合
学
習
」）」

の
改
善
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
高
校
で
は
、
以
前
か

ら
、
同
校
の
学
校
標
語
「
３
Ｌ
」（
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
・
Ｌ
Ｉ

Ｇ
Ｈ
Ｔ
・
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
）
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
テ
ー
マ
と
す
る
進

路
学
習
を
「
総
合
学
習
」
の
中
心
に
据
え
て
い
た
が
、

16
年
度
か
ら
は
中
高
一
貫
の
「
３
Ｌ
希
望
学
」
へ
と
改

編
。
環
境
・
貧
困
・
平
和
と
い
っ
た
多
様
な
視
点
か
ら
、

持
続
可
能
な
社
会
を
創
造
す
る
た
め
の
方
法
を
探
究
す

る
こ
と
に
し
た
。
中
学
校
で
は
、
身
近
な
環
境
問
題
や

国
内
外
の
職
業
事
情
に
つ
い
て
学
ん
だ
上
で
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
研
修
と
関
連
づ
け
た
異
文
化
理
解
教
育
に
取
り

組
む
。
ま
た
、
卒
業
研
究
と
し
て
、
生
徒
個
々
の
関
心

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で

探
究
活
動
の
充
実
を
図
る

生
徒
の
進
路
意
識
に
応
じ
て

高
校
の
コ
ー
ス
の
特
色
化
を
図
る

宮
城
県
・
私
立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校

柴
田
隆
一
　
し
ば
た
・
り
ゅ
う
い
ち

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
27
年
目
。
教
育
研

究
部
長
。「
生
徒
が
言
葉
と
仲
間
の
力
を
信
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
」

宮
城
県
・
私
立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校

小
松
光
信
　
こ
ま
つ
・
み
つ
の
ぶ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
30
年
目
。
進
路
指

導
部
長
。「
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｅ　
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
（
そ
の
日
を
摘

め
）」

宮
城
県
・
私
立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校
副
校
長

岩
上
敦
郎
　
い
わ
か
み
・
あ
つ
お

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
29
年
目
。「
敬
神

愛
人
を
実
践
す
る
生
徒
の
育
成
を
目
指
す
」

宮
城
県
・
私
立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校
校
長

大
橋
邦
一
　
お
お
は
し
・
く
に
か
ず

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。「
一
生

学
問
、
一
生
求
道
」
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に
応
じ
た
テ
ー
マ
で
研
究
・
発
表
を
行
う
。
高
校
１
年

次
に
は
、
世
界
に
目
を
向
け
て
、
格
差
や
貧
困
と
い
っ

た
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
２
年
次
に
は
、
戦
争

な
ど
の
日
本
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
て
か
ら
、
平
和
の

実
現
に
向
け
て
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
。
そ
し
て
３

年
次
に
は
、
生
徒
自
身
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す

る
た
め
に
必
要
な
手
段
を
研
究
し
、
現
実
の
進
路
に
つ

な
げ
て
い
く
。

　

改
編
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
改
め
て
全

教
師
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
専
門
家
を
招
い
て
講

演
会
を
開
い
た
。
そ
し
て
、
生
徒
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
を

進
路
選
択
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
教
師
間
で
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
を
進
め
て
い
っ
た
。
教
育
研
究
部
長

の
柴
田
隆
一
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
中
学
校
で
は
身
近
な
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
学
び
始

め
、
生
徒
が
自
分
で
課
題
を
設
定
し
て
探
究
活
動
を

行
い
、
高
校
・
大
学
進
学
後
に
も
さ
ら
に
研
究
を
深

め
て
い
け
る
よ
う
な
流
れ
を
想
定
し
ま
し
た
。
漫
然

と
進
路
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
な
ぜ
そ
こ
に
行
く
の

か
、
何
を
学
び
た
い
の
か
を
明
確
に
し
て
進
路
を
選

択
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

本
格
的
な
探
究
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
が
あ
る
。
16
年
９
月
に
生
徒
１
人

１
台
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
配
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、

資
料
集
め
や
情
報
共
有
が
容
易
に
な
り
、「
総
合
学
習
」

の
改
善
が
促
進
さ
れ
た
と
い
う
。

　
「
ス
ラ
イ
ド
作
成
な
ど
の
ス
キ
ル
が
高
く
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
用
い
た
発
表
が
上
手
な
生
徒
も
い
ま
す
。
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
面
識
の
な
い
生
徒
同
士
で

も
抵
抗
な
く
質
問
し
た
り
、
情
報
を
共
有
し
た
り
し

ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
よ
っ
て
生
徒
同
士
の
交
流

が
濃
密
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
教
師
は
想
像
以
上

に
生
徒
の
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

高
い
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」（
柴
田
先
生
）

　

活
動
の
成
果
物
は
、「Classi

」（
＊
１
）
に
記
録
し
、

い
つ
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
現
在
は
、

20
年
度
の
大
学
入
試
改
革
で
も
重
視
さ
れ
る
多
面
的
・

総
合
的
評
価
を
見
据
え
、
生
徒
個
々
の
情
報
を
蓄
積
し

て
い
る
段
階
だ
が
、
将
来
的
に
は
生
徒
が
自
分
の
活
動

を
振
り
返
り
、
次
の
探
究
活
動
の
視
座
を
ど
こ
に
置
く

の
か
を
考
え
た
り
、
進
路
選
択
の
材
料
に
し
た
り
す
る

活
用
法
を
想
定
し
て
い
る
。

 　

教
育
の
質
を
高
め
る
た
め
に
は
、
指
導
の
課
題
を
継

続
的
に
洗
い
出
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
改
善
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、同
校
で
は
、「
人
間
形
成
部
門
」「
学

力
形
成
部
門
」
の
２
つ
の
組
織
を
中
心
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

人
間
形
成
部
門
で
は
、
同
校
の
中
期
計
画
で
あ

る
「
21
世
紀
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
学
院
ボ
ー
イ
ズ
～ 

Global 　Citizen 

を
め
ざ
し
て
～
」
の
実
現
に
向
け
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
発

信
力
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要
な
資
質
・
能
力
の
伸

び
な
ど
を
検
証
す
る
。
評
価
シ
ス
テ
ム
の
整
備
は
発
展

途
上
だ
が
、
学
校
独
自
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
、
ベ
ネ
ッ

セ
の
「GPS -A

cadem
ic

（
＊
２
）」（
以
下
、「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」）

な
ど
の
外
部
指
標
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
独
自
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
生
徒
が
自
分
の
成

長
を
可
視
化
す
る
と
と
も
に
、
教
師
が
取
り
組
み
の
成

果
を
検
証
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
一
方
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
、
高
校
２
年
生
の
12
月
に
実
施
す
る
。

 　
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
受
検
を
通
し
て
、
中
学
１
年
生
か
ら

の
探
究
活
動
の
成
果
を
客
観
的
に
測
る
だ
け
で
な

く
、
ど
の
よ
う
な
力
が
社
会
で
求
め
ら
れ
る
の
か
を

体
験
的
に
学
ば
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
柴
田
先
生
）

　

学
力
形
成
部
門
で
は
、
進
路
指
導
部
や
教
務
部
、
教

育
研
究
部
な
ど
の
教
師
、
教
科
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
教

科
戦
略
チ
ー
ム
の
教
師
が
所
属
し
、
教
科
学
力
の
検
証

を
担
う
。
教
科
戦
略
チ
ー
ム
は
、
各
教
科
４
人
か
ら
成

り
、
模
試
の
結
果
か
ら
分
野
・
単
元
ご
と
に
課
題
を
洗

い
出
し
、
具
体
的
な
指
導
改
善
の
方
法
を
ま
と
め
る
。

そ
の
内
容
は
、
学
力
形
成
部
門
で
さ
ら
に
検
討
・
改
善

さ
れ
、
学
校
全
体
に
共
有
さ
れ
る
。
新
た
な
予
算
措
置

が
必
要
な
場
合
や
、
学
校
全
体
に
か
か
わ
る
事
柄
に
つ

い
て
は
、
副
校
長
、
教
頭
、
各
部
長
か
ら
成
る
「
総
合

改
革
室
」
で
も
検
討
す
る
。

　

以
前
は
、
学
年
団
に
所
属
す
る
進
路
指
導
部
の
教
師

が
模
試
な
ど
の
デ
ー
タ
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
が
、
組

織
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
を
図
る
た
め
、
進

路
指
導
部
内
に
デ
ー
タ
の
整
理
・
分
析
を
専
門
と
す
る

組
織
「
デ
ー
タ
分
析
室
」
を
設
置
し
、
そ
こ
で
の
分
析

結
果
を
教
科
戦
略
チ
ー
ム
に
提
供
す
る
こ
と
に
し
た
。

 　
「
学
年
団
と
い
う
枠
を
超
え
、
学
校
全
体
を
俯
瞰

で
き
る
環
境
を
整
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

指
導
力
の
継
続
的
な
改
善
に
向
け
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるＣｌａｓｓｉ 株式会社が提供する、 学校教育でのＩＣＴ活用を総合的に支援するサービス。
＊２　ベネッセの教材の１つ。問題発見・解決に必要な３つの思考力（批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力）を選択式、記述・論述式、質問紙で多面的に測るテスト。
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た
。
そ
う
す
れ
ば
、
思
い
入
れ
や
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら

わ
れ
ず
、
公
平
に
現
状
を
分
析
し
や
す
く
な
り
、
実

効
性
の
高
い
指
導
改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し

た
」（
小
松
先
生
） 

　

例
え
ば
、
質
の
高
い
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
、
コ
ー

ス
ご
と
に
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
進
研
模
試
」
を
始
め
と
す
る

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
目
標
値
を
定
め
、
そ
れ
が
達
成
で
き

て
い
る
か
ど
う
か
を
組
織
的
に
分
析
し
、
学
校
全
体
の

教
科
指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
（
図
１
）。

　
「
教
科
指
導
は
ど
う
し
て
も
個
々
の
教
師
の
力
量

や
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
な
り
、
目
標
の
達

成
を
す
べ
て
個
人
の
責
任
に
委
ね
る
と
、
批
判
が
個

人
に
向
け
ら
れ
、
学
校
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
教
科
全
体
が
組
織
と
し
て
責
任
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」（
小

松
先
生
）

　

17
年
度
に
始
ま
っ
た
コ
ー
ス
制
は
早
く
も
成
果
を
上

げ
つ
つ
あ
る
。
特
別
選
抜
・
特
別
進
学
の
両
コ
ー
ス
で

は
学
力
向
上
が
著
し
く
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
ス
タ
デ
ィ
ー

サ
ポ
ー
ト
」
の
結
果
で
は
、
成
績
上
位
層
が
厚
く
な
り
、

下
位
層
の
生
徒
が
減
少
し
て
い
る
（
図
２
）。

　
「
生
徒
が
、
学
習
中
心
に
取
り
組
む
コ
ー
ス
で
あ

る
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
自
ら
コ
ー
ス
を
選
択
し
、

だ
か
ら
こ
そ
し
っ
か
り
学
び
に
向
き
合
え
た
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。
成
果
が
出
た
こ
と
で
、
生
徒
の
顔
つ

き
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
教
師
に
指
示
さ
れ
て
取

り
組
む
﹃
勉
強
﹄
か
ら
、自
分
た
ち
で
取
り
組
む
﹃
学

習
﹄
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
小

松
先
生
）

　

全
校
を
挙
げ
て
改
革
に
あ
た
る
重
要
性
が
教
師
間
に

浸
透
し
た
こ
と
も
、
大
き
な
成
果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

若
手
を
中
心
に
、
率
先
し
て
ア
イ
デ
ア
を
出
す
教
師
が

増
え
、
分
掌
間
の
交
流
や
情
報
共
有
も
進
ん
で
い
る
。

　
「
学
校
改
革
に
は
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が

大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
を
変
え
て
い

く
原
動
力
は
、
何
と
い
っ
て
も
現
場
で
陣
頭
指
揮
に

あ
た
る
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
力
で
す
。
小
松
先
生
や

柴
田
先
生
の
よ
う
な
、
豊
か
な
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て

い
る
先
生
方
に
先
頭
に
立
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

改
革
が
一
気
に
動
き
始
め
ま
し
た
」（
岩
上
副
校
長
）

　

今
後
は
、
文
武
両
道
を
う
た
う
総
合
進
学
コ
ー
ス
と

東
北
学
院
大
学
コ
ー
ス
の
特
色
化
に
力
を
入
れ
、
取
り

組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
「
地
域
や
大
学
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き

る
力
を
育
成
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

学
校
設
定
科
目
や
東
北
学
院
大
学
と
の
高
大
連
携
な

ど
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
コ
ー
ス
の
特
色
を
明

確
に
し
、
学
校
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
大
橋
校
長
）

宮城県・私立東北学院中学校・高校

コ
ー
ス
の
特
色
を
さ
ら
に
打
ち
出
し
、

学
校
の
魅
力
を
高
め
て
い
き
た
い

質の高い授業づくりに向けたＰＤＣＡサイクルの概念図図１

＊学校資料を基に
編集部が一部改編

特別選抜・特別進学コース１７年度１年生の
「スタディーサポート」の成績推移

図2

＊学校資料を基に編集部が一部改編

Plan（計画）
講義型授業
AL 型授業
ICT 型授業

よりよい
バランスの検討

教科戦略チーム
Action（改善）
◎各教科での検証

Do（実行）
◎授業の実践
◎講習の実施

Check（評価）
◎外部アセスメントの活用
　• 進研模試
　• 総合学力調査　など
◎定期考査と外部アセスメント
　との相関を含めて分析

100

80

60

40

20

0

（％）

第１回 第２回

GTZ（＊３）

■ S１・S２
■ S３・A１
■ A ２・A ３
■ B１以下

＊３　学習到達ゾーンのこと。ベネッセのテストにおける共通の学力評価指標。「Ｓ１」～「Ｄ３」の１５段階がある。

データ分析室
数値目標を踏まえて生
徒の歩みの妥当性を分
析し、そのデータを教
科戦略チームに提供。

成績下位層の生徒が減少
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